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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
各種の入力がなされる入力手段と、
冊子状原稿を読み取り可能な画像読取手段と、
読み取った画像データを記憶する記憶手段と、
見開きの冊子状原稿の読み取りモードを選択する読取モード選択手段と、
前記読取モード選択手段で、表紙見開き読取モードが選択されると、前記入力手段から入
力された冊子状原稿の背表紙幅及びページサイズ、の情報に基づき見開きの冊子状原稿を
オモテ表紙、背表紙、ウラ表紙の画像データとして読み取りを行うように制御する読取制
御手段と、
本身用紙及び表紙用紙に画像データに基づいて画像形成を行う画像形成手段と、
画像形成される本身用紙の束の厚さ情報を取得する束厚取得手段と、を有する画像形成シ
ステムであって、
前記束厚取得手段により取得した本身用紙の束の厚さ情報と前記記憶手段に記憶された背
表紙の画像幅の情報とを比較する比較手段と、
前記比較手段による比較の結果、背表紙の画像幅が本身用紙の束の厚さよりも大きいと判
断されると、表紙用紙の背表紙領域の範囲内に背表紙の画像が収まるように背表紙の画像
データのトリミングを行い、背表紙の画像幅が本身用紙の束の厚さよりも小さいと判断さ
れると、表紙用紙の背表紙領域の余白部分に白紙画像データを追加して、オモテ表紙の画
像データとウラ表紙の画像データと合成して表紙画像データの配置を行う配置手段とを有
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し、
前記配置手段で配置された表紙画像データに基づき、表紙用紙に前記画像形成手段で画像
形成することを特徴とする画像形成システム。
【請求項２】
各種の入力がなされる入力手段と、
冊子状原稿を読み取り可能な画像読取手段と、
原稿のサイズを検知する原稿サイズ検知手段と、
読み取った画像データを記憶する記憶手段と、
見開きの冊子状原稿の読み取りモードを選択する読取モード選択手段と、
前記読取モード選択手段で、表紙見開き読取モードが選択されると、前記原稿サイズ検知
手段により検知された原稿サイズ情報と前記入力手段から入力された冊子状原稿のページ
サイズ、の情報に基づき見開きの冊子状原稿をオモテ表紙、背表紙、ウラ表紙の画像デー
タとして読み取りを行うように制御する読取制御手段と、
本身用紙及び表紙用紙に画像データに基づいて画像形成を行う画像形成手段と、
画像形成される本身用紙の束の厚さ情報を取得する束厚取得手段と、を有する画像形成シ
ステムであって、
前記束厚取得手段により取得した本身用紙の束の厚さ情報と前記記憶手段に記憶された背
表紙の画像幅の情報とを比較する比較手段と、
前記比較手段による比較の結果、背表紙の画像幅が本身用紙の束の厚さよりも大きいと判
断されると、表紙用紙の背表紙領域の範囲内に背表紙の画像が収まるように背表紙の画像
データのトリミングを行い、背表紙の画像幅が本身用紙の束の厚さよりも小さいと判断さ
れると、表紙用紙の背表紙領域の余白部分に白紙画像データを追加して、オモテ表紙の画
像データとウラ表紙の画像データと合成して表紙画像データの配置を行う配置手段とを有
し、
前記配置手段で配置された表紙画像データに基づき、表紙用紙に前記画像形成手段で画像
形成することを特徴とする画像形成システム。
【請求項３】
表紙用紙サイズ情報を取得する表紙用紙サイズ情報取得手段を備えており、
前記配置手段が、前記表紙用紙サイズ情報取得手段から取得した表紙用紙サイズ情報に基
づき、オモテ表紙の画像データを表紙用紙領域の一方の端部を基準として配置し、ウラ表
紙の画像データを他方の端部を基準として配置し、背表紙の画像データを表紙用紙領域の
中央位置に配置することを特徴とする請求項１又は２に記載の画像形成システム。
【請求項４】
前記表紙用紙サイズ情報は、前記入力手段から入力された冊子状原稿の背表紙幅の情報と
冊子状原稿のページサイズ情報であり、前記背表紙幅と前記ページサイズを用いて表紙サ
イズを決定することを特徴とする、請求項３に記載の画像形成システム。
【請求項５】
前記束厚取得手段は、本身用紙の１枚あたりの厚さと、本身用紙の束の枚数とを乗じた値
を、本身用紙の束の厚さ情報として用いることを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項
に記載の画像形成システム。
【請求項６】
前記画像形成手段で画像形成された本身用紙の束を表紙用紙でコの字状に覆って冊子を作
成する製本手段を有することを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の画像形成
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冊子状原稿の読み取りを行う読取装置及びこの読取装置を有する画像形成シ
ステムに関し、特に用紙束を表紙でコの字状に覆い製本する画像形成システム及びこれに
用いる読取装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、複写機、ファクシミリ、プリンタ等の電子写真方式の画像形成装置において、本
や雑誌などの冊子状原稿の複写を行う場合がある。
【０００３】
　見開きの冊子状原稿の読み取り方式としては、２ページ分の見開き原稿を１回のスキャ
ンで左右１ページに別々に読み取りをする機能として、所謂ページ連写機能を備えたもの
が一般に知られている。
【０００４】
　従来のページ連写機能の具体的な例について図を用いて説明する。図１４は、ページ連
写機能を用いて読み取った冊子状原稿と画像データとの関係を示す説明図である。図１４
（ａ）は左綴じ（左開きともいう）の冊子状原稿、図１４（ｂ）は右綴じ（右開きともい
う）の冊子状原稿である。
【０００５】
　図１４（ｃ）は図１４（ａ）、図１４（ｂ）の冊子状原稿をページ１とページ２、ペー
ジ３とページ４、ページＮ－１とページＮをそれぞれ見開いた状態で原稿台に載せ各々１
回のスキャンによりページ１からページＮまでを別々の画像データとして読み取りをした
状態を示す図である。同図に示すようにページ連写を用いるとＮページの冊子原稿に対し
てＮ／２回のスキャンでＮページの画像データを得ることができる。
【０００６】
　また冊子状原稿の出力方式としては、複写機やプリンタ等で画像を形成した複数枚の用
紙の束（本身用紙ともいう）を表紙用紙でコの字状にくるみ、用紙の束の背部と表紙用紙
を糊付けすることにより簡易的にくるみ製本処理を行う画像形成システムが知られている
（特許文献１参照）。
【０００７】
　製本装置により形成された本の一例を図１５に示す。図１５（ａ）は表紙用紙Ｓ２が折
られていない状態を示し、図１５（ｂ）は表紙用紙Ｓ２が折られた状態を示す。Ｓ３は複
数枚の本身用紙Ｓ１の束と表紙用紙Ｓ２により構成されており、本身用紙Ｓ１の束を表紙
用紙Ｓ２でコの字状に覆うような形態になっている。Ｓ３のような形態をくるみ本ともい
う。表紙用紙Ｓ２は図１５（ａ）に示すようにオモテ表紙領域Ｆと背表紙領域Ｓとウラ表
紙領域Ｂを有する。
【特許文献１】特開２００４－２０９８６９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　くるみ製本処理を行う画像形成システムにおいて冊子状原稿の複写を行う場合に、出力
として、冊子状原稿と同じ出力を得ることが目的となる場合がある。
【０００９】
　しかし、従来のページ連写機能を用いると、読み取りサイズはページサイズの２倍に設
定されてしまう。そのため、冊子状原稿の表紙を見開きで読み取りを行う場合に、ページ
サイズの２倍に対し、更に背表紙の幅相当分サイズが長くなるのに対して読み取りサイズ
を適正に合わせることができないという問題がある。また表紙を、背表紙を含めた、オモ
テ表紙、背表紙、ウラ表紙のそれぞれに３分割して読み取りを行いたいという要望に対し
、従来のページ連写機能では２分割しかできないため背表紙の読み取りを適正に行えない
という問題がある。
【００１０】
　また読み取りを行う冊子と出力の冊子において、用紙の厚さが異なるために冊子両者間
で背表紙の厚さ（背表紙幅）が異なってしまう場合がある。その場合には冊子状原稿の背
表紙画像を出力の冊子の背表紙に適正に配置できないという問題がある。
【００１１】
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　本発明は上記問題に鑑み、冊子状原稿の複写を行う場合に、背表紙を含めて適正に読み
取り、及び出力が可能な画像形成システムを得ることを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　１．各種の入力がなされる入力手段と、
冊子状原稿を読み取り可能な画像読取手段と、
読み取った画像データを記憶する記憶手段と、
見開きの冊子状原稿の読み取りモードを選択する読取モード選択手段と、
前記読取モード選択手段で、表紙見開き読取モードが選択されると、前記入力手段から入
力された冊子状原稿の背表紙幅及びページサイズ、の情報に基づき見開きの冊子状原稿を
オモテ表紙、背表紙、ウラ表紙の画像データとして読み取りを行うように制御する読取制
御手段と、
本身用紙及び表紙用紙に画像データに基づいて画像形成を行う画像形成手段と、
画像形成される本身用紙の束の厚さ情報を取得する束厚取得手段と、を有する画像形成シ
ステムであって、
前記束厚取得手段により取得した本身用紙の束の厚さ情報と前記記憶手段に記憶された背
表紙の画像幅の情報とを比較する比較手段と、
前記比較手段による比較の結果、背表紙の画像幅が本身用紙の束の厚さよりも大きいと判
断されると、表紙用紙の背表紙領域の範囲内に背表紙の画像が収まるように背表紙の画像
データのトリミングを行い、背表紙の画像幅が本身用紙の束の厚さよりも小さいと判断さ
れると、表紙用紙の背表紙領域の余白部分に白紙画像データを追加して、オモテ表紙の画
像データとウラ表紙の画像データと合成して表紙画像データの配置を行う配置手段とを有
し、
前記配置手段で配置された表紙画像データに基づき、表紙用紙に前記画像形成手段で画像
形成することを特徴とする画像形成システム。
【００１３】
　２．各種の入力がなされる入力手段と、
冊子状原稿を読み取り可能な画像読取手段と、
原稿のサイズを検知する原稿サイズ検知手段と、
読み取った画像データを記憶する記憶手段と、
見開きの冊子状原稿の読み取りモードを選択する読取モード選択手段と、
前記読取モード選択手段で、表紙見開き読取モードが選択されると、前記原稿サイズ検知
手段により検知された原稿サイズ情報と前記入力手段から入力された冊子状原稿のページ
サイズ、の情報に基づき見開きの冊子状原稿をオモテ表紙、背表紙、ウラ表紙の画像デー
タとして読み取りを行うように制御する読取制御手段と、
本身用紙及び表紙用紙に画像データに基づいて画像形成を行う画像形成手段と、
画像形成される本身用紙の束の厚さ情報を取得する束厚取得手段と、を有する画像形成シ
ステムであって、
前記束厚取得手段により取得した本身用紙の束の厚さ情報と前記記憶手段に記憶された背
表紙の画像幅の情報とを比較する比較手段と、
前記比較手段による比較の結果、背表紙の画像幅が本身用紙の束の厚さよりも大きいと判
断されると、表紙用紙の背表紙領域の範囲内に背表紙の画像が収まるように背表紙の画像
データのトリミングを行い、背表紙の画像幅が本身用紙の束の厚さよりも小さいと判断さ
れると、表紙用紙の背表紙領域の余白部分に白紙画像データを追加して、オモテ表紙の画
像データとウラ表紙の画像データと合成して表紙画像データの配置を行う配置手段とを有
し、
前記配置手段で配置された表紙画像データに基づき、表紙用紙に前記画像形成手段で画像
形成することを特徴とする画像形成システム。
【００１４】
　３．表紙用紙サイズ情報を取得する表紙用紙サイズ情報取得手段を備えており、
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前記配置手段が、前記表紙用紙サイズ情報取得手段から取得した表紙用紙サイズ情報に基
づき、オモテ表紙の画像データを表紙用紙領域の一方の端部を基準として配置し、ウラ表
紙の画像データを他方の端部を基準として配置し、背表紙の画像データを表紙用紙領域の
中央位置に配置することを特徴とする１又は２に記載の画像形成システム。
【００１５】
　４．前記表紙用紙サイズ情報は、前記入力手段から入力された冊子状原稿の背表紙幅の
情報と冊子状原稿のページサイズ情報であり、前記背表紙幅と前記ページサイズを用いて
表紙サイズを決定することを特徴とする、３に記載の画像形成システム。
【００１６】
　５．前記束厚取得手段は、本身用紙の１枚あたりの厚さと、本身用紙の束の枚数とを乗
じた値を、本身用紙の束の厚さ情報として用いることを特徴とする１乃至４の何れか１に
記載の画像形成システム。
【００１７】
　６．前記画像形成手段で画像形成された本身用紙の束を表紙用紙でコの字状に覆って冊
子を作成する製本手段を有することを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の画
像形成システム。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、冊子状原稿の複写を行う場合に、背表紙を含めて適正に冊子状原稿の
読み取り、及び出力が可能な画像形成システムを得ることが可能となる。

【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　図１は、画像形成システムの中央断面図である。
【００２２】
　画像形成システムは画像形成装置Ａ及び製本装置（製本手段）Ｂを有する。画像形成装
置Ａは電子写真方式により用紙に画像を形成するものであり、画像形成手段Ａ１、画像読
取手段（画像読み取り装置）Ａ３０、を有する。
【００２３】
　画像形成手段Ａ１において、１はドラム状の感光体、２は感光体１を一様に帯電する帯
電装置、３は帯電された感光体１を像露光する露光装置、４は露光され静電潜像が形成さ
れた感光体１を現像してトナー像を形成する現像装置、５Ａは感光体１上に形成されたト
ナー像を用紙に転写する転写装置、５Ｂは用紙を感光体１から分離する分離装置、６は感
光体１をクリーニングするクリーニング装置、８は用紙上のトナー像を加熱定着する定着
装置である。
【００２４】
　感光体１が時計方向に回転し、帯電、露光及び現像により感光体１上にトナー像が形成
され、像形成と同期して搬送された本身用紙Ｓ１、表紙用紙Ｓ２にトナー像が転写され、
転写されたトナー像が定着されて用紙上に画像が形成される。像転写後の感光体１はクリ
ーニング装置６によりクリーニングされる。
【００２５】
　くるみ製本処理を行う場合に表紙用紙Ｓ２にくるまれる本身用紙Ｓ１は２つの給紙トレ
イ７Ａに収納されており、表紙用紙Ｓ２は給紙トレイ７Ｂと製本装置Ｂの表紙収納部８０
に収納されている。給紙トレイ７Ａ、７Ｂから本身用紙Ｓ１、表紙用紙Ｓ２が１枚ずつ排
出され、画像形成手段Ａ１へ搬送される。トナー像が転写された本身用紙Ｓ１、表紙用紙
Ｓ２は定着装置８を通過して定着処理される。定着処理された本身用紙Ｓ１、表紙用紙Ｓ
２は、排紙ローラ７Ｃから画像形成装置Ａの外へ排出される。
【００２６】
　製本装置Ｂは画像形成装置Ａから送り込まれた本身用紙Ｓ１を複数枚束ねて用紙の束と
し、当該束に表紙用紙Ｓ２を接合して表紙により用紙の束をコの字状に覆い、冊子を作成
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する。製本装置Ｂは用紙反転部４０、集積部５０、塗布部６０、断裁部７０、用紙束に表
紙を接合する接合部９０を有し、更に搬送部１０、排紙皿２０、表紙収納部８０、本排出
部１１０を有する。画像形成装置Ａから製本装置Ｂへ搬送されてきた本身用紙Ｓ１は、搬
送部１０に設けられた切り替えゲート１１により、排出路１２を経て排紙皿２０に排出さ
れるか又は用紙反転部４０に搬送される。排紙皿２０には、製本装置Ｂにおいてくるみ製
本処理しない場合に本身用紙Ｓ１が排出される。製本装置Ｂにおいてくるみ製本処理を実
行する場合、本身用紙Ｓ１は搬送路１３を経て用紙反転部４０に搬送され、用紙反転部４
０においてスイッチバックした後に、集積部５０に搬送される。集積部５０において設定
枚数の本身用紙Ｓ１が集積され、本身用紙Ｓ１が設定枚数に到達すると集積部５０が回転
し、本身用紙Ｓ１の束がほぼ垂直状態で保持される。そして本身用紙Ｓ１の束の背部であ
る下面に塗布部６０によって接着剤が塗布され、本身用紙Ｓ１の束に表紙用紙Ｓ２が接触
し接着される。本身用紙Ｓ１の束に表紙用紙Ｓ２が接着されて作成されたくるみ本Ｓ３は
本排出部１１０に排出される。表紙用紙Ｓ２が、表紙用紙に画像を形成する領域（以下、
表紙用紙領域と称す）よりも大きすぎる場合には断裁部７０で適正な長さになるよう断裁
（切断）を行う。
【００２７】
　画像読取手段Ａ３０では冊子状原稿ＢＦの読み取りを行う。原稿台Ａ３１に載置された
冊子状原稿ＢＦは原稿画像走査露光装置の光学系により画像が走査露光され、ラインイメ
ージセンサに読み込まれる。ラインイメージセンサにより光電変換されたアナログ信号は
、制御手段において、アナログ処理、Ａ／Ｄ変換、シェーディング補正、画像圧縮処理等
を行った後、画像データとして記憶手段に記憶される、又は露光装置３に入力される。
【００２８】
　Ａ４は、装置の各種表示を行うＬＣＤからなる表示部とともに各種操作の入力が行われ
る入力手段である。ＬＣＤに重ねて配置されているタッチパネルの箇所をユーザが触れる
ことにより操作指示の入力がなされる。
【００２９】
　図２は本身用紙Ｓ１の束の厚さを測定する工程及び接着剤を塗布する工程を示す図であ
る。
【００３０】
　５０２は第一の挟持部材、５０３は第二の挟持部材であり、両部材により本身用紙Ｓ１
の束の挟持を行う。５０９は本身用紙Ｓ１の束の厚さを測定する束厚測定手段である。６
３は接着剤、６２は接着材を本身用紙Ｓ１の束の背部に塗布する塗布ローラである。まず
図２に基づいて本身用紙Ｓ１の束の厚さを測定する工程を説明する。
【００３１】
　移動手段であるモータＭ１によって第二の挟持部材５０３が本身用紙としての本身用紙
Ｓ１に向けて移動し、第二の挟持部材５０３が本身用紙Ｓ１を一定の圧で押圧すると、モ
ータＭ１の駆動トルクの増大を駆動トルク検知センサ（図示せず）で検知して第二の挟持
部材５０３の移動が停止する。このような構成により本身用紙Ｓ１の束が第一の挟持部材
５０２と第二の挟持部材５０３により強固に挟持されるのである。
【００３２】
　本身用紙Ｓ１の束の厚さは束厚測定手段５０９により行われる。５０９はロータリーエ
ンコーダ方式の測定手段であり、第二の挟持部材５０３の移動量をロータリーエンコーダ
により測定し、ＲＡＭ等の記憶手段に記憶する。第一の挟持部材５０２に対する第二の挟
持部材５０３の位置から両者に挟持された本身用紙Ｓ１束の厚さの算出を行う。
【００３３】
　次に接着材の塗布工程について説明をする。本身用紙Ｓ１の束が第一の挟持部材５０２
と第二の挟持部材５０３により挟持された段階で、受け板５０６が駆動機構（図示せず）
により９０°回転して、図２（ｂ）に示すように退避する。受け板５０６が退避した段階
では、本身用紙Ｓ１の束の下面ＳＡと塗布ローラ６２は接触していない（図２（ｃ）参照
）。
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【００３４】
　次に図２（ｄ）に示すように、接着剤６３が収容されている塗布部６０が上昇して塗布
ローラ６２が本身用紙Ｓ１の束の背部となる下面ＳＡに接触し、塗布部６０が本身用紙Ｓ
１の束の下面ＳＡに沿って移動することによって、接着剤６３が本身用紙Ｓ１の束の下面
ＳＡに塗布される。塗布ローラ６２はモータＭ２によって駆動される。
【００３５】
　図３は、画像読取装置と該画像読取装置を有する画像形成システムの制御ブロック図で
ある。なお、同図では本実施形態の動作説明に必要な部分の周囲を中心に記載してあり、
その他の画像形成システムとして既知の部分については省略してある。また以降の図にお
いては説明の重複を避けるために、共通する部分は同一符号を付すことにより説明に代え
る。
【００３６】
　１００ＡはＣＰＵでありプログラムに従って画像形成装置Ａの各種制御を実行する制御
手段として機能する。１０１ＡはＲＯＭであり画像形成装置Ａを制御するためのプログラ
ムやデータを含む各種プログラムやデータを記憶している。１０２ＡはＲＡＭでありＣＰ
Ｕ１００Ａによってワークエリアとして利用され、ＣＰＵ１００Ａが画像形成装置Ａの制
御を実行する際に必要なプログラムやデータあるいは印刷ＪＯＢを一時的に記憶する。こ
こでいう印刷ＪＯＢとは画像データと画像形成に必要な本身用紙の出力枚数、製本の出力
部数、等の設定情報を関連づけたものである。そして、ＣＰＵ１００Ａは、ＲＡＭ１０２
Ａに展開されたプログラム、データ、印刷ＪＯＢに基づき、画像形成装置Ａの制御を実行
する。１１０ＡはＬＡＮ等のネットワークを介した通信を行う通信手段としてのインター
フェイス（Ｉ／Ｆ）である。
【００３７】
　１０７Ａは原稿サイズ検知手段であり、原稿台Ａ３１上の冊子状原稿ＢＦの原稿サイズ
を、本スキャンの前に予備スキャンさせることにより原稿サイズ検知手段として用いてい
る。
【００３８】
　なお、ここでは、実施の形態に係るプログラムは、画像形成装置Ａあるいは製本装置Ｂ
に有しているもので説明するが、プログラムは、画像形成装置Ａではなく、画像形成装置
ＡにＩ／Ｆ１１０Ａを経由して接続しているネットワーク上のパソコンが有していてもよ
く、パソコン側にあるプログラムをＬＡＮ等の通信媒体を介して画像形成装置ＡのＣＰＵ
が制御してもよい。
【００３９】
　画像読取手段Ａ３０は、入力手段Ａ４の入力に基づいて原稿を読み取って画像データを
生成する。生成された画像データは、ＣＰＵ１００Ａにより処理が施され、画像メモリ１
０６Ａに記憶される、又は画像形成手段Ａ１に出力される。画像形成手段Ａ１は、ＣＰＵ
１００Ａにより処理が施された画像データに基づいて用紙上に画像形成を行う。給紙部７
は、給紙カセット７Ａに収容されている本身用紙Ｓ１又は給紙カセット７Ｂに収容されて
いる表紙用紙Ｓ２を画像形成手段Ａ１に向けて搬送する。入力手段Ａ４は、タッチパネル
等で構成され、各種操作画面の表示や指示入力等が行われる。
【００４０】
　１０４Ａは通信部であり、製本装置Ｂに接続され、製本装置Ｂとの間で各種データを送
受信する。１０５Ａはバスであり、ＲＯＭ１０１Ａ、ＲＡＭ１０２Ａ、不揮発性メモリ１
０３Ａ、画像読取手段Ａ３０、画像形成手段Ａ１、入力手段Ａ４、給紙部７、送信手段で
ある通信部１０４Ａ等が相互に接続されている。
【００４１】
　製本装置Ｂは、プログラムに従って製本装置Ｂの各種制御を実行するＣＰＵ１００Ｂを
中心に、バス１０５Ｂにより、ＲＯＭ１０１Ｂ、ＲＡＭ１０２Ｂ、不揮発性メモリ１０３
Ｂ、搬送部１０、接合部６０、断裁部７０、表紙収納部８０、及び通信部（受信手段）１
０４Ｂ等が相互に接続されている。ＲＯＭ１０１Ｂは、各種プログラムやデータを記憶し
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ており、ＣＰＵ１００Ｂがこれらプログラムやデータを利用して製本装置Ｂの制御を実行
する。ＲＡＭ１０２Ｂは、ＣＰＵ１００Ｂによってワークエリアとして利用され、ＣＰＵ
１００Ｂが制御を実行する際に必要なプログラムとデータを一時的に記憶する。通信部１
０４Ｂは、画像形成装置Ａに接続され、画像形成装置Ａとの間で各種データを送受信する
。
【００４２】
　まず画像形成装置Ａと製本装置Ｂの設定方法について説明する。図４～図６は入力手段
Ａ４における表示画面の詳細図である。
【００４３】
　図４は各種の表示及び操作を行う入力手段Ａ４の基本画面を示す。冊子状原稿の読み取
りを実行する場合は、まず応用機能釦Ｋ１を押す。応用機能釦Ｋ１が押されると図５に示
すように応用機能に関する設定画面が表示される。設定画面上でページ連写釦Ｋ３を押す
と、図６の設定画面が表示される。
【００４４】
　図６は、画像読取手段Ａ３０の読み取り条件を設定する読取モード選択手段Ｋ３０とし
て機能する入力手段Ａ４の設定画面である。同図に示す設定画面上でとじ方向、表紙の有
無、表紙の読み取り方法は設定釦を押すことにより設定し、ページサイズ、背表紙幅の設
定変更は各釦を押すことにより、機能設定の子画面がポップアップ（図示せず）するので
、子画面で各種の釦を選択することにより行う。設定後にＯＫ釦を押すことにより設定が
完了する。
【００４５】
　図７は、第一の実施形態に係る画像読取装置の動作を示すフローチャートである。まず
ステップＳ１１では冊子状原稿の読み取りを実行するか否かを選択する。この選択は図５
でページ連写Ｋ３釦を押すことにより行う。実行する場合（ステップＳ１１のＹｅｓ）に
は、続いて冊子状原稿の読み取り条件の設定を行う（ステップＳ１２）。図６に示す例で
は左とじ釦Ｋ３１と「表紙見開き読取／見開き読取」釦Ｋ３５が選択されている状態を表
している。次に背表紙幅とページサイズを入力する（ステップＳ１３）。この入力は、図
６においてページサイズ釦Ｋ３６、背表紙幅釦Ｋ３７の釦を押すことにより、表示される
機能設定の子画面で行う。同図に示す例では表紙はＢ５判（縦２５７ｍｍ、横１８２ｍｍ
）で、背表紙幅は５ｍｍが入力されている状態を示している。なお定形（Ａ４判、Ｂ５判
等）の用紙サイズ情報は、あらかじめ不揮発メモリ１０３Ａに記憶されている情報を呼び
出すことにより取得できる。
【００４６】
　ステップＳ１４では冊子状原稿ＢＦの読み取りを実行する。表紙の読み取りは冊子状原
稿ＢＦを仰向けに原稿台Ａ３１に載置してから、ユーザが図４の原稿読込釦Ｋ２を押すこ
とにより実行される。次に選択された読み取りモードで、読取制御手段がどのように制御
するかについて説明する。以下の制御は、例えばＲＯＭ１０１Ａに記憶されたプログラム
に基づきＣＰＵ１００Ａが実行する。
【００４７】
　図８は、冊子状原稿と、読み取った画像データの対応関係を表す図である。図８（ａ）
は冊子状原稿、図８（ｂ）は読み取った画像データ、図８（ｃ）、（ｄ）は図８（ｂ）の
画像データを表紙用紙Ｓ２の表紙用紙領域に配置した状態を示す図である。
【００４８】
　図８（ａ）において、ＢＦは冊子状原稿で、各サイズは、オモテ表紙Ｆ、ウラ表紙Ｂの
幅方向のページサイズは縦ｌ、横ｗで、背表紙Ｓの幅はｂである。ＢＬは読み取りスキャ
ンの基準となる基準線で、Ｓｃａｎ矢印はスキャン方向を示す。前述の図６に示す入力例
（Ｋ３６、Ｋ３７）では、ｌは２５７ｍｍ、ｗは１８２ｍｍ、ｂは５ｍｍとなる。
【００４９】
　図８（ｂ）は図６のＫ３５釦により選択した表紙見開き読み取りモードで、冊子状原稿
ＢＦを読み取った画像データである。表紙見開き読取モードでは、入力手段から入力され
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た背表紙Ｓの幅ｂ、とページサイズの情報に基づき、見開きで仰向け状態の冊子状原稿Ｂ
Ｆをオモテ表紙Ｆ、背表紙Ｓ、ウラ表紙Ｂの画像データとして読み取りを行う。
【００５０】
　図８（ａ）に示す例では、スキャン方向上流側のスキャン基準線ＢＬ（０ｍｍ）からｗ
（１８２ｍｍ）までの範囲をオモテ表紙Ｆの画像データとし、続くｗからｗ＋ｂ（１８７
ｍｍ）までの範囲を背表紙Ｓの画像データとし、次のｗ＋ｂから２ｗ＋ｂ（３６９ｍｍ）
までの範囲をウラ表紙Ｂの画像データとして読み取りを行う。
【００５１】
　図７に戻ってフローの説明を続ける。続くステップＳ１５で、読み取った画像データは
表紙の表裏情報と関連づけられて記憶手段としての画像メモリ１０６Ａに記憶される。
【００５２】
　なお、一実施態様として、背表紙幅ｂとページサイズ幅ｗの情報に基づき冊子状原稿の
読み取りを行う例について説明したが、原稿サイズ検知手段１０７Ａにより検出された見
開き状態の原稿サイズ（２ｗ＋ｂ）と入力手段Ａ４から入力されたページサイズ幅ｗの情
報に基づき、見開きで仰向け状態の冊子状原稿ＢＦを、オモテ表紙Ｆ、背表紙Ｓ、ウラ表
紙Ｂの画像データとして読み取りを行うようにしてもよい。このようにすることで、背表
紙幅ｂの入力作業を省略することができる。
【００５３】
　また原稿サイズ検知手段１０７Ａとしては、予備スキャン方式ではなく、原稿台Ａ３１
の下方に複数の光学センサを設け、その信号により原稿サイズを検知する方式を用いても
よい。
【００５４】
　このように表紙見開き読取モードが選択されると、入力手段から入力された冊子状原稿
の背表紙幅及びページサイズの情報に基づき見開きの冊子状原稿をオモテ表紙、背表紙、
ウラ表紙の画像データとして読み取りを行うように制御する読取制御手段とを有する画像
読み取り装置とすることにより、冊子状原稿の表紙の読み取りを、背表紙を含めて適正に
行うことが可能となる。
【００５５】
　図９は、第二の実施形態に係る画像形成システムの動作を示すフローチャートである。
同図に示す実施形態では図７の実施形態に示す画像読み取り装置で読み取った画像データ
に基づいて表紙用紙Ｓ２に画像形成を行う。以下、説明する。
【００５６】
　図９に示す動作フローは、ステップＳ１１からＳ１５は図７と共通するので説明を省略
する。次に、ステップＳ２０でくるみ製本出力の実行を行うか否かを選択する。くるみ製
本出力を実行する場合には、図５に示すくるみ製本釦Ｋ４を押すことにより、図１０のく
るみ綴じの設定画面が表示される。設定画面上で表紙印刷の有無、表紙印刷面、表紙断裁
の有無、とじ方向、背表紙幅、等を設定し、ＯＫ釦を押すと設定が完了する。
【００５７】
　くるみ製本を実行する場合（ステップＳ２０のＹｅｓ）には、続くステップＳ２１で、
画像形成を行う表紙用紙領域のサイズ情報を取得する。以下、表紙用紙領域のサイズ情報
の取得方法について説明する。なお以下の一連の手段が表紙用紙サイズ情報取得手段とし
て機能する。
【００５８】
　表紙断裁が無い場合（釦Ｋ４４で設定する）には、表紙用紙領域は、表紙用紙Ｓ２のサ
イズと一致する。この場合には、表紙用紙トレイ釦Ｋ４２で選択された給紙トレイ（例え
ば７Ｂ）にあらかじめ関連づけられている表紙用紙Ｓ２のサイズ情報を呼び出し、その情
報を表紙用紙領域として用いる。表紙用紙サイズ情報は各給紙トレイに備え付けられてい
る用紙サイズ検知手段により検知されて給紙トレイと関連づけられて不揮発メモリ１０３
Ａに記憶されている。
【００５９】
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　一方、表紙断裁がある場合（釦Ｋ４４で設定する）には、表紙用紙領域のサイズを別途
、取得する必要がある。この場合には、図１０の表紙サイズ釦Ｋ４３を押すことにより設
定の子画面がポップアップする（図示せず）ので、用紙サイズを選択する、あるいはサイ
ズを直接数値入力することにより表紙サイズを設定する。この設定された表紙サイズを表
紙用紙領域として用いる。図１０に示す例では、「Ｂ４ノビ」サイズが設定されており、
あらかじめ本設定と関連づけられたサイズ情報を不揮発メモリ１０３Ａから呼び出す。
【００６０】
　続いてステップＳ２２では配置手段による表紙画像データの合成（配置）を行う。この
手段は、例えばＲＯＭ１０１Ａに記憶されたプログラムをＣＰＵ１００Ａが実行すること
により配置手段として機能する。以下、表紙画像データの配置について図８（ｃ）、（ｄ
）に基づいて説明する。
【００６１】
　図８（ｃ）は、表紙用紙Ｓ２のサイズが、表紙用紙領域と一致している場合の配置例で
ある。同図において表紙用紙Ｓ２に図８（ｂ）のオモテ表紙Ｆ、背表紙Ｓ、ウラ表紙Ｂの
画像データを配置した状態を示した図である。Ｅ１、Ｅ２は表紙用紙Ｓ２の端部であり、
ｃは表紙用紙Ｓ２の幅方向の中央位置（中心線）、Ｌは表紙用紙領域の長さ、ｔは表紙用
紙Ｓ２における背表紙の領域（背表紙領域）の範囲である。
【００６２】
　オモテ表紙Ｆの画像データは、表紙用紙領域（表紙用紙Ｓ２）の一方の端部Ｅ１を基準
として順方向から配置し、ウラ表紙Ｂの画像データを表紙用紙領域（表紙用紙Ｓ２）の他
方の端部Ｅ２を基準として逆方向から配置し、背表紙Ｓの画像データを同画像データの幅
方向中央位置と表紙用紙領域（表紙用紙Ｓ２）の幅方向中央位置ｃが一致するように配置
する。配置した画像データは１ページ分の画像データとして合成（マージ）して、画像メ
モリ１０６Ａに記憶される。
【００６３】
　図８（ｄ）は、表紙用紙Ｓ２のサイズが表紙用紙領域と一致していない場合の配置例で
ある。表紙用紙領域の長さＬに対して表紙用紙Ｓ２は、Ｌｄ分だけ長くなっている。ＥＸ
は余分領域であり、その領域には画像データの配置は行わない。
【００６４】
　同図においてオモテ表紙Ｆ、ウラ表紙Ｂ、背表紙Ｓの画像データは余分領域ＥＸを除い
た、表紙用紙領域にそれぞれ図８（ｃ）と同様に配置する。なお表紙用紙Ｓ２の余分領域
ＥＸは、画像形成の後に後処理装置Ｂの断裁部７０で切断を行う。Ｅ１は切断後の表紙用
紙Ｓ２の端部である。
【００６５】
　続くステップＳ２３で画像形成手段Ａ１により本身用紙Ｓ１、表紙用紙Ｓ２に画像形成
を行う。なお表紙用紙Ｓ２には、ステップＳ２２で合成した画像データに基づき画像形成
が行われる。続くステップＳ２４で本身用紙Ｓ１の束を表紙用紙Ｓ２でくるみ、くるみ製
本処理によりくるみ本Ｓ３を形成する。
【００６６】
　なお、一実施態様として、表紙サイズ情報（表紙用紙領域）に基づき画像データを配置
する例について説明をしたが、表紙サイズ情報の代わりに入力手段Ａ４（図６のＫ３７、
Ｋ３７）から入力された冊子状原稿の背表紙幅ｂとページサイズの幅ｗを用いて表紙サイ
ズを決定（２ｗ＋ｂ）するようにしてもよい。更に、その場合に表紙用紙Ｓ２が決定され
た表紙サイズ値よりも大きい場合には断裁部７０で適正な長さになるよう断裁を行うよう
にしてもよい。
【００６７】
　このようにオモテ表紙の画像データを表紙用紙Ｓ２の一方の端部を基準として配置し、
ウラ表紙の画像データを他方の端部を基準として配置し、背表紙の画像データをその中央
位置と表紙用紙Ｓ２の中央位置を一致させるように配置する配置手段とを有する画像形成
システムとすることにより冊子状原稿の複写を行う場合に背表紙を含めて適正に読み取り
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、及び出力が可能な画像形成システムを得ることが可能となる。
【００６８】
　図１１は、第三の実施形態に係る画像形成システムの動作を示すフローチャートである
。同図に示す例は、束厚取得手段として、束厚測定手段５０９を用いた例である。
【００６９】
　まず印刷ＪＯＢに基づき本身用紙Ｓ１に画像形成を行う（ステップＳ３１）、続いて印
刷ＪＯＢで設定された設定枚数までの本身用紙Ｓ１を集積部５０に集積する（ステップＳ
３２）。集積した本身用紙Ｓ１の束の厚さｔを束厚測定手段５０９により測定する（ステ
ップＳ３３）。続いてステップＳ３４では、比較手段により画像メモリ１０６Ａに記憶さ
れている背表紙Ｓの画像幅ｂと、束厚取得手段により取得した本身用紙Ｓ１の束の厚さｔ
との比較を行う。この比較は、例えばＲＯＭ１０１Ｂに記憶されたプログラムに基づきＣ
ＰＵ１００Ｂが実行する。
【００７０】
　背表紙Ｓの画像幅ｂが本身用紙Ｓ１の束の厚さｔとが同じでないと判断されると（ステ
ップＳ３４のＮｏ）背表紙画像データが表紙用紙Ｓ２の背表紙領域の範囲内に収まるよう
に背表紙の画像サイズ変更のサブルーチン処理を行う（ステップＳ３５）。以下、サブル
ーチン処理について図１２のフローチャートに基づいて説明する。
【００７１】
　図１２（ａ）では、まず背表紙Ｓの画像幅ｂと本身用紙Ｓ１の束の厚さｔ（表紙用紙Ｓ
２での背表紙領域）とを比較する（ステップＳ３５１）。そしてｂがｔよりも大きいと判
断された場合には（ステップＳ３５１のＹｅｓ）背表紙Ｓの画像が、表紙用紙Ｓ２の背表
紙領域の範囲内に収まるように背表紙の画像データのトリミングを行う（ステップＳ３５
２ａ）。一方、ｂがｔよりも大きくないと判断された場合には余白部分には白紙の画像デ
ータを追加する（ステップ３５３ａ）。以下、トリミング処理と、白紙データ追加処理に
ついて図に基づいて説明する。
【００７２】
　図１３は、背表紙Ｓの画像データの幅方向サイズ変更を示す説明図である。Ｂ１０は背
表紙Ｓの画像データ、Ｂ２１、Ｂ２２は表紙用紙Ｓ２にオモテ表紙Ｆとウラ表紙Ｂと背表
紙Ｓの画像データを配置したものである（図８（ｃ）に対応）。
【００７３】
　図１３（ａ）は背表紙Ｓの画像データに対するトリミング処理を示した説明図であり、
ｂ＞ｔである場合には背表紙Ｓの画像データは表紙用紙の背表紙領域の範囲ｔに収まらな
いので、オモテ表紙あるいはウラ表紙の領域と背表紙の領域が重なってしまう。領域Ｄ１
は両者の重なる領域である。
【００７４】
　配置手段により、背表紙画像が表紙用紙の背表紙領域の範囲内に収まるように、背表紙
の画像データの重複する領域Ｄ１に対してトリミング処理を行う。同図に示す例（Ｂ２１
）では、背表紙Ｓの画像データに対して中央の画像を残すように、両端に対してそれぞれ
同等のｄｔ１の幅で削除を行っている。なおｄｔ１とｂ、ｔとは、ｄｔ１＝（ｂ－ｔ）／
２の関係となる。
【００７５】
　図１３（ｂ）は余白部分に白紙の画像データを追加する処理を示した説明図である。ｂ
＜ｔである場合には背表紙Ｓの画像データは表紙用紙の背表紙領域の範囲ｔよりも小さい
ので、オモテ表紙あるいはウラ表紙の領域と背表紙の領域の間に空白（隙間）領域ができ
てしまう。領域Ｄ２は空白領域である。
【００７６】
　配置手段により背表紙画像が、表紙用紙のオモテ表紙領域とウラ表紙領域に挟まれた領
域、に隙間なく収まるように、背表紙の画像データに対して空白領域Ｄ２分の白紙画像デ
ータを追加する。同図に示す例（Ｂ２２）では、背表紙Ｓの画像データと、表紙用紙Ｓ２
の中央を一致させるように配置させているので背表紙Ｓの画像データの両脇にそれぞれ同
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等のｄｔ２幅の白紙画像データを追加している。なおｄｔ２＝（ｔ－ｂ）／２となる。
【００７７】
　図１２（ｂ）は背表紙Ｓの画像サイズ変更のサブルーチン処理の変形例を示すフローチ
ャートである。同図に示す実施形態では背表紙画像データの幅方向を、ｔ／ｂ倍に縮小や
拡大の倍率変更を行う（ステップ３５２ｂ）。例えば背表紙Ｓの画像幅ｂが１０ｍｍで、
表紙用紙Ｓ２での背表紙の領域ｔが８ｍｍの場合には、背表紙Ｓの画像幅ｂはｔ／ｂ＝０
．８倍の８ｍｍに縮小するように倍率変更を行う。なおこの際、背表紙Ｓの画像データの
縦方向の長さｌは変更する必要はない。
【００７８】
　図１１に戻って動作フローの説明を続ける。背表紙の画像サイズ変更のサブルーチン処
理により、背表紙Ｓの画像幅ｂが本身用紙Ｓ１の束の厚さ（表紙用紙Ｓ２での背表紙の領
域）ｔとが同じになると、あるいはステップＳ３４で両者が同一幅であると判断された場
合には、続くステップＳ２２で配置手段による表紙画像データの合成（配置）を行う。次
のステップＳ３６で画像形成手段Ａ１により表紙用紙Ｓ２に画像形成を行う。なおこの画
像形成は、ステップＳ２２で合成した画像データに基づき画像形成が行われる。続くステ
ップＳ２４で本身用紙Ｓ１の束を表紙用紙Ｓ２でくるみ、くるみ製本処理により冊子を形
成する。
【００７９】
　なお、上記に示す例では、束厚取得手段として、束厚測定手段５０９を用いる例につい
て説明を行ったが、これに限られず、入力手段Ａ４を束厚取得手段として用い、ユーザか
らの入力値を本身用紙Ｓ１の束厚情報としてもよい。例えば、図１０において出力背表紙
幅釦Ｋ４１を押すことにより背表紙幅（本身用紙Ｓ１の束の厚さ）ｔを入力することがで
きる。
【００８０】
　更に、別の例として入力手段Ａ４から本身用紙の１枚あたりの厚さを入力し、出力する
本身用紙の束の枚数とを乗じた値を、本身用紙の束の厚さｔとして用いてもよい。図１０
は入力手段４を束厚取得手段として用いた例である。同図において本身用紙紙種／厚さ釦
Ｋ５１を押すことにより、機能設定の子画面がポップアップ（図示せず）するので、子画
面で数値入力することにより本身用紙の１枚あたりの厚さを入力することができる。設定
後にＯＫ釦を押すことにより設定が完了する。同図に示す例では本身用紙の１枚あたりの
厚さは０．１０ｍｍが入力されている。例えば、本身用紙の束の枚数が１００枚の場合に
は、本身用紙の束の厚さｔは両者を乗じた値、つまり１０．００ｍｍとなる。また、あら
かじめ用紙の斤量と厚さとの換算テーブルを記憶手段に記憶しておき、使用する本身用紙
の斤量を入力することにより、本身用紙の１枚あたりの厚さを求めるようにしてもよい。
【００８１】
　このように、束厚取得手段により取得した本身用紙Ｓ１の束の厚さｔと記憶手段として
の画像メモリ１０６Ａに記憶された背表紙Ｓの画像幅ｂとを比較する比較手段とを有し、
比較手段の比較結果に応じて背表紙画像が表紙用紙Ｓ２の背表紙の領域範囲内に収まるよ
うに背表紙Ｓの画像幅ｂの変更を行う画像形成システムとすることにより、読み取りを行
う冊子と出力の冊子において、背表紙の厚さ（背表紙幅）が異なる場合であっても、冊子
状原稿の背表紙画像を出力する冊子の背表紙に適正に配置することが可能な画像形成シス
テムを得ることが可能となる。
【００８２】
　更に幅方向の倍率をｔ／ｂ倍とすることにより、画像データのトリミングによる文字欠
けや、空白データ追加に伴う背表紙画像データとの不自然な境界が生じる、等の問題が発
生することなく、背表紙に適正に画像を配置することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】画像読取装置と該画像読取装置を有する画像形成システムの中央断面図である。
【図２】本身用紙Ｓ１の束の厚さを測定する工程及び接着剤を塗布する工程を示す図であ
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【図３】画像読取装置と該画像読取装置を有する画像形成システムの制御ブロック図であ
る。
【図４】入力手段Ａ４における表示画面の詳細図である。
【図５】入力手段Ａ４における表示画面の詳細図である。
【図６】入力手段Ａ４における表示画面の詳細図である。
【図７】第一の実施形態に係る画像読取装置の動作を示すフローチャートである。
【図８】冊子状原稿と、読み取った画像データの対応関係を表す図である。
【図９】第二の実施形態に係る画像形成システムの動作を示すフローチャートである。
【図１０】入力手段Ａ４における表示画面の詳細図である。
【図１１】第三の実施形態に係る画像形成システムの動作を示すフローチャートである。
【図１２】図１１に示すフローチャートのサブルーチン処理である。
【図１３】背表紙Ｓの画像データの幅方向サイズ変更を示す説明図である。
【図１４】ページ連写機能を用いて読み取った冊子状原稿と画像データとの関係を示す説
明図である。
【図１５】製本装置により形成された本の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００８４】
　Ａ　画像形成装置
　Ｂ　製本装置（製本手段）
　Ａ１　画像形成手段
　Ａ４　入力手段
　Ａ３０　画像読取手段
　Ａ３１　原稿台
　１００Ａ、１００Ｂ　ＣＰＵ
　１０１Ａ、１０１Ｂ　ＲＯＭ
　１０６Ａ　画像メモリ
　５０　集積部
　５０９　束厚測定手段
　Ｓ１　本身用紙
　Ｓ２　表紙用紙
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